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特定国派遣研究　者
研究報告書

独立行政法人日本学術振興会理事長　殿

	特定国派遣研究者　所属機関　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
		職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．事業名：　　年度　特定国派遣研究者
２．研究課題：
３．用務：上記研究実施のため
４．用務先（国名及び機関）：
５．出張期間（付加用務がある場合は付加用務期間を含めた全期間）：
 　 ・　　　　年　　月　　日～　　年　　月　　日（　　　日間）
６．付加用務期間、付加用務先及び付加用務の理由（複数ある場合はそれぞれについて記入）：
・付加用務期間：   年　　月　　日～　　　　年　　月　　日（　　　日間）

※以下、７から１０の項目は別紙（様式は指定なし）を用い、項目ごとに簡潔にまとめてください。

７．滞在中の日程（スケジュール・受入機関・受入研究者）

８．所期の目的の遂行状況及び成果
（研究協力、講演、調査等実施の状況とその成果（論文・口頭発表を含む）。滞在中あるいは帰国後、学会誌等に論文を発表した場合は、その抜刷1部を添付してください。）

９．派遣先国の関係学会、学術研究機関、調査研究費等の概要

１０．対応機関における待遇及び印象　
（受給経費、送迎、宿舎、研究旅行等）

	
